
二
〇
一
九
年
一
一
月
一
日

七
五
三
宮
居
に
響
く
巫
女
の
鈴

み
づ
き

帰
る
さ
の
道
三
日
月
が
つ
い
て
く
る

満

天

秋
空
に
疎
と
な
り
て
立
つ
大
ポ
プ
ラ

も
と
こ

売
り
声
の
大
き
さ
を
買
ふ
冬
菜
市

た
か
子

穏
や
か
な
日
差
し
集
め
て
石
蕗
黄
な
り

三

刀

紅
葉
散
る
無
縁
の
墓
の
寧
か
れ
と

素

秀

長
旅
の
疲
れ
を
癒
す
庭
の
月

明
日
香

二
〇
一
九
年
一
〇
月
三
一
日

ベ
ラ
ン
ダ
に
育
て
し
菊
を
仏
前
に

は
く
子

信
号
機
色
滲
ま
せ
て
霧
の
朝

こ
す
も
す

秋
落
暉
鳴
門
の
渦
に
揉
ま
れ
け
り

せ
い
じ

文
学
論
枝
豆
食
ぶ
手
忙
し
く

み
づ
き

二
〇
一
九
年
一
〇
月
三
〇
日

日
時
計
の
影
に
縺
れ
て
秋
の
蝶

な
つ
き

秋
高
し
掛
け
声
揃
ふ
部
活
女
子

菜

　々　

二
〇
一
九
年
一
〇
月
二
九
日

枝
折
戸
の
奥
は
苔
庭
薄
紅
葉

宏

虎

二
〇
一
九
年
一
〇
月
二
八
日

玉

垣

に

屑

堆

く

金

木

犀

ぽ
ん
こ

幕

末

の

剣

豪

揃

ふ

菊

人

形

宏

虎

幕
内
に
隊
列
な
せ
る
賞
の
菊

せ
い
じ

身
に
入
む
や
星
美
し
き
夜
は
こ
と
に

み
づ
き

蒼
天
に
一
塵
も
な
き
鵙
日
和

宏

虎

秋
天
を
二
タ
分
に
切
る
飛
行
雲

三

刀

新
蕎
麦
や
白
磁
の
皿
を
幾
重
ね

う
つ
ぎ

二
〇
一
九
年
一
〇
月
二
七
日

幽
谷
の
瀬
音
が
奏
づ
秋
の
声

ぽ
ん
こ

蝦
夷
リ
ス
と
逢
ふ
北
国
の
冬
の
旅

た
か
子

秋
澄
め
る
摩
天
楼
よ
り
見
る
夜
景

は
く
子

金
継
ぎ
の
碗
で
一
服
紅
葉
晴

な
つ
き

二
〇
一
九
年
一
〇
月
二
六
日

初
鴨
や
朝
日
の
湖
に
陣
な
せ
る

う
つ
ぎ

枯

蓮

七

万

石

の

濠

埋

め

て

な
つ
き

湯
け
む
り
を
吹
き
上
ぐ
街
や
冬
温
し

た
か
子

啄
木
も
此
処
に
佇
ち
し
か
冬
の
海

た
か
子

雨
含
み
山
　々　
い
よ
よ
秋
深
む

明
日
香

毎
日
句
会
み
の
る
選
・
二
〇
一
九
年
一
一
月
三
日
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